
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
九
年
三
月
二
十
七
日

参
議
院

国

土
交
通

委
員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ

る
。

一
、
都
市
再
生
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
や
伝
統
的
な
文
化
の
継
承
、
景
観
の
保
全
等
に
も
十

分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
都
市
再
生
本
部
の
体
制
も
含
め
、
事
業
の
効
果
や
影
響
に
つ
い
て
、
適
宜
そ
の
把
握
・
検
証
に
努

め
、
必
要
に
応
じ
適
切
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、
現
行
制
度
の
下
で
は
、
都
市
再
生
が
円
滑
に
進
ち
ょ
く
し
な
い
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
省
庁
は
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
取
組
を
積
極
的
に
支
援
し
、
そ
の
活
力
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三
、
想
定
さ
れ
て
い
る
地
震
発
生
の
危
険
性
等
を
踏
ま
え
、
密
集
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
住
民
等
の
意
向
を
尊

重
し
つ
つ
、
当
該
区
域
に
お
け
る
最
適
な
手
法
・
施
策
を
講
じ
、
平
成
十
三
年
の
都
市
再
生
本
部
決
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
「
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
重
点
密
集
市
街
地
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
け
る
最
低
限
の
安
全
性
の
確
保
」
が
実
現
さ
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
、
密
集
市
街
地
整
備
の
一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
、
市
街
地
整
備
に
お
け
る
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
は
、
密
集
市
街
地
整
備
に
必
要
な
調
整
及
び
技
術
の
提
供
の
充
実
・
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


